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1　は　じ　め　に

前報1）で述べた9園を対象に行＋た1980，81の両年の調

査終了後土壌統群を三てに分類するとともに，調査対象樹

の欠木などから，恥2，仙7の両園とN85の秋肥区を除い

た7園で，その後1984年までの3か年を継続調査した0

2　5か年の生態と気象

年による生育状況を表1に示した。1980年の開花期間中

は低温であったが，満開10日後から高温となり，質量とも

平年以上であった。1981年は生育期間が高温乾燥気味であ

り，一果重は垂かったが，収穫量は少なく裂果等もあって，

加工向けが半数以上であった。

表1　年による生育状況

年 産

開花

月 日

採収

月 日

採 収

日数

採収 期 間
ま で の
平均 気 温
累 槙

（℃ ）

備　　　 考

1980 5．11 6．2 1 4 2 7 76．1
開 花期 低 温滴 開

10 日後 高 温

81 5． 5 6．25 5 2 7 56．1
6 － 7 月 の 高 温
乾燥

82 5． 5 6．2 1 4 8 8 2 4．8
開 花初 め の低 温
開 花 中の 長 雨

83 4 ．28 6．13 47 7 6 3．2
開 花結 実 期 の好
天

84 5 ．9 6．27 49 8 7 8，5
発 芽 開花 期大 巾

な遅 れ

S か 年
平 均 5．5

6．21 4 8 79 9．7

1982年は開花初めの低温，開花中の降雨という条件であっ

たたために極端な収穫量滅となった。しかし生育期後半か

ら天侯がもち直し，裂果防止施設を有する地帯では採収期

間も長く，玉張りも良くSか年の中では糖度も高く，価格

的にも最高の年であった。1983年は開花，結実期とも好天

に恵まれ，豊作型に終始したが，生育期間中の平均気温が

低かったためか糖度が低く，価格も安かった。

最終年の1984年はリンゴはど発芽，開花期とも大幅では

なかったが，平年よりも遅れた。しかしSか年の中では最

も結実率が高く，成熟期間も長く，また生育期後半が高温

に経過したこともあって累積温度も高かった。

5か年を通じて，本県の佐藤錦では従来から言れている

45－50日の生育期間内にあり，平均では48日・，それに要す

る平均気温の累積が800℃を経過すれば，採収期に達する

ようであった。

3　土壌型生育と果実形質

前半の2か年は2地域による栽培条件を重視して，取り

まとめを行ってきたが，その後対象園地を崩積土壌4園，

水棲土壌3園計7園を継続調査した。

（日　新梢長及び結実数

表2に土壌統群ととの年次別生育及び果実形質との関係

を示した。5か年の平均では水積土壌のうち，細粒褐色低

地上（水田転換園）が他の2土壌銃よりも旺盛な伸びを示

した。しかし，一花束状短果枝当たりの結実数では差がな

かった。また表3に園地間の差異を示した。

各年次の園地間差をみると，新梢長においては，水橋土

壌の恥5の園で伸長量が大きく，1983年を除いた総ての年

で有意差が認められた。

結実数の場合は調査を実施した3か年のうち，結実率が

劣った1982年に違いが認められ，新柄長の伸びが大きかっ

表2　生育，結実，果実品質と土壌の関係

堆 繍
土 壌統 群 園 地 年 次

新 橋 畏 一 花 来状

短 黒 技 当
一束 垂 糖 度 酸 度

練式
（亡■）

り結 実 数 t l ） t l I t l ）

崩 積
礫 質褐 色

1

19 8 0 12．1 1．4 4．2 12 ．2 0．51

19 8 1 9，8 － 5．1 9 ．8 0 ．44

2 19 8 2 ‘．7 0 ．5 5 ．‘ 19 ．0 0 ．持

森 林 土 4 19 8 3 8 ．0 2 ．0 4 ．2 12．9 0 ．3 9

6 198 4 8 ．3 2．4 4 ．2 11．3 0 ．3 5

平 均 9 ．0 1，6 4．7 13．0 0 ．4 4

水 損

細 粒 灰 土 5

19 80 26 ．4 1．4 4．0 12．6 0 ，5 1

19 81 2 5．5

1．0

4．8 8 ．9 0 ．3 8

19 82 16 ．5 4．9 18 ．0 0．4 1

低 地 土 19 83 1 4．， 1．3 4．7 14 ．1 0．4 2

1 984 1 7．7 3．7 4．0 1 1．5 0．34

平 均 2 0．2 1．9 4．5 13．0 0 ．4 1

表 層 腐 植

8

1 910 15 ．5 1 ．4 3．8 1 1．4 0 ．49

198 1 9 ．1

0．4

5 ．1 10．2 0 ．39

198 2 8 1 3 ．‘ 1 7．7 0 ．42
賓 多 賞

黒 ポ ク土 9 198 3 10 ．7 1．8 4 ．8 13．4 0 ．4 1

198 4 8 ．9 2 ．5 4 ．1 10．6 0 ．3 4

平 均 10 ．5 1．5 4．3 12．7 0．4 1
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表3　新梢長，結実数及び果実品質における園地問差
把

雷 曽

折　 帝　 展　 （－ ） 艦　　 実　　 数 一　　 里　 曹　 （ク ） 義　　　　 虞　 （t 〉 貴　　　　 慮　 （l ）

●8 0　　 8 1 8 2　　　 0 3　　　 別 ■8 0　　 0 1　　 8 1　　 8 3　　 8 l ■8 0 l J　　 l 8 1 ■g O　　 O 1　　 8 2　　 8 3　　 8 4 ’8 0　　 8 t　　 8 2　　 8 3　　 日

■ ｛

1 1 1．小　 2．1■　 3 ．3　 1 ，3 ▲ 　　　 －　　 0 ．1 3 ●b ．，8　　 2 ．9 7 1 ．9 9　 1 ■　 l　 l ． 3 ．3 1 ■ 1 1 ．8 め　 9 1　　 －　　 は 2　 1 0 ．1 ■ 0 ．1 2 2 モ　 0．仙 モ　 ー　　 0．3 7 3 止 0 ．1 5 3

之 　　 8 ．‘■　 8 ．0 ▲　 7 ．5　　 6 ．＆血 　　　 一　　 0 ．8 3 k 1 8　　 2 ．6 7 1 ．2 l 亡　　 －　　 3 ，6 ▲　 】．9 9 ■ 1 1 ．8 血 1 0 1 l　　 －　 1 2 ．3　 1 0 ．5 1 0 ．5 8か　 0，4 1 3 b　 －　　 0．ユ1 3 ▲　 0 ．1 1 0

1 ‾　 1 0 ，6 ■　 1 0 ．7 k　 9 ．9　 1 2 ．3 亡 一　　　 一　　 0 ．2 9 ■ ．3 5　 1 ．9 3 1 1 2 2 3 k　 －　 l l 4 ．0 1 ■I 1 3 ．2 亡 1 0 ，6　　 －　 1 3 ，7　 1 1．2 ● 0 ．5 8 8 亡　 0．4 2 8 －　 0

－　 0

7 モ　 0 ．3 4 7

8 －　　　 8 ，8 ▲ 0 ■ ■ 1 1，2　　 9 ．8 b 一　　　 一　　 0 ．1 9 亡 u　 l．＄0 1 ．油 l 山　　 一　 1 ＿ 5 ．亜 ■ 1 1 ．8 止　 8 5　　 －　 1 2 4　 1】 2 b 0 1 3 2 亡　 0 3 8 T b O 1 7 0

水 儀

5 －　　 2 5 ．5 ゝ ．5 0　 l l，9　 1 7 ．7 tl 一　　　 一　　 0 ，9 8 d 3 8　 1 ．7 0 1 ．0 0　 1 2 7 ■ －

9 9 k －

7 7 ■も ー

b　 4 ．0 2 ■〉 1 2 ．6 k　 9 1 7　　 －　 1 4 ．1 1 1 ．5 ■ 0 ．5 0 月■ ■0．1 0 9 ●b　 －　　 0． j k O ＿1 3 7

0 －　　 1 ．4 ■ 1止　 7．°　　 8 ．1 一　　　 一　　 0 ．2 7 ■ ．5 3　 ，川 3 ．7 1 b　 4 ．5 6 t 〉 1 1 ．】b l O ．3　　 －　　 日 ．9　 1 0 ．5 ● 0 ，4 9 2 血 0．3 9 3 由　 一　　 0．1 1 7 k O ＿1 3 7

9 ‾　 l二I．8 1　 9 ．烏山 1 3．7　　 9 ．】k 一　　　 一　　 0 ．1 1 止 ‘2　　 2 ．8 3 3 ．糾 3 ．5 h 1 1 ．5 血　 9 ．9　　 ，　　 日 4　　 川 も● 0 4 糾 ■ 0 1 0 5 ■ 〉　 －　　 0 3 8 7 血 ○ 】4 3

F　 鐘
●●　　　　 ●　　 M ．S ．　　 ●■ t●　 N ．5 ， N ．S ． N ．S ． ●　 N S　　　　　 N S　　 t● ●　 N　 S

－　　 1 う り 1 5 8　 1．0 1 二I 8 ．9 叫 　　　 －　 1 0 ．0 8 2 1 ．9 1 7　 2 ．5 2 7 1 ．2 1 1 1 ．封 沌　　 －　　 2 ．9 8 2　 8 ．8 7 7 4 ．1 的　 2．1 5 9　 －　 1 ．占0 訂　 5 ．3 1
1 7 ．8 9 2　 7．8 0 5　　 －　 1 1 7 2　 ，封 0

注 ． 同 一 英 字 を 付 し た 平 均 儀 に は D u n C A n ’s m u l t i p lや r a n g e t e S l に よ る 軒 倉 を （ 5 l ） が な い こ と を 示 す 。

た仙Sの園で比較的多かった。しかし1983，84の両年では

園地間に有意な差異はなかった。

（2）果実品質

Sか年の平均では，一乗垂，糖度，酸度のいずれも土壌

統群間には差が見出せなかった。しかし園地間の差は，一

乗垂では1981，83，84の3か年で，また糖度では1980，84

の両年で有意な差を示した。特に1984年では，一果垂の垂

かったNn6園では糖度も高かった。

酸度は早採りの気味であった1980年が高く，特に崩積土

壌で高い傾向が認められたが，熟期が長かった最終年では

有意な差は認められなかった。

新梢長などと同様，果実品質でもN85の園とNn6の園と

が，他の園と異なる値を示していた。このことはNqSの園

か新柄の伸びが盛んな10年前後の若木園であったことと，

恥丘の園が伸びが落着いた40年前後の既存園であったこと

によるものと考えられる。

（8）果実の外観

果実の等級別割合を表4に示した。

5か年とも崩積土壌では水積土壌よりも上位等級の比率

が高く，特に表層腐植質多湿黒ボク土では優巣の割合が低

く，それに比べて格外の比率も高まった。これは前報l）で

報告したように，両地域の栽培形態の違いも関与している

ものと考えられた。

1981，83の両年で裂果の発生が目立った。裂果の比率は

水積土壌で高い傾向がみられたが，これは裂果防止施設の

有無が大きく影響しているようであった。

4　ま　　と　　め

土壌型を異によるオウトウ園での果実形質について，違

いがあるか否かを5か年にわたって調査してきたが，対象

園数が少ないこともあって，大きな差は認められなかった。

このことは肥培管理など栽培技術が，生育や果実品質に大

蓑4　果実の等級と土壌の関係

堆 積

様 式
土 壌 統 群 匡l地 年 次 優 良 格 外

崩 積
礫 質 褐 色

1

2

1 9 80 88 ．9 7 ．6 3．5

1 9 8 1

1 9 8 2

68 ．5

2 5 ，6

16 ．3 1 5．2

24 ．4森 林 土 4 1 9 83 5 0 ．0

6 19 8 4 3 1．4 5 1．3 17 ．3

平 均 5 3 ．6 8 3 1．3 8 15 ．1 8

水 橋

細 粒 灰 土

低 地 土

5

19 8 0 8 ‘．1 11 ．6 2 ，3

1 9 8 1

1 9 8 2

1 9 8 3

6 9 ．6

3 0 ．3

19 ．6

3 8 ．7

10 ．8

3 1 ．0

1 9 84 3 1 ．9 5 1 ．9 16 ．2

平 均 5 4 ．5 8 30 ．5 8 1 5 ．1 8

表 層 腐 植

8

19 80 7 6 ．0 1 3．8 10 ．2

1 98 1 5 9 ．1 16 ．7 24 ．2

質 多 湿

黒 ポ ク 土 9

19 8 2

19 8 3 1 1．2 5 1．9 3 6 ．9

19 8 4 19 ．0 6 1，2 19 ．8

平 均 4 1．3 b 3 5 ．9 8 2 2 ．8 b

注．異符号は5％レベルで有意差あり。

きな影響を与える要素が大きいのではないかと考えられた。

つまり裂果防止施設の整った礫質褐色森林土地域では優栗

の比率が高く，大玉を生産することによって品質も良くな

ることから，土壌の違いは多少あっても，実割れや灰星病

などの被害をいかにして防ぎ，採収期間を長くするかが重

要であると考えられた。
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